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研究成果の概要： 
 本研究は、高齢者および退職者の海外への移動の実態を探ると共に、人口移動を、日本を含

む地域間および世代間の相互循環および交換という視点から考察する可能性を追求するもので

ある。 
 文献資料調査ならびにマレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、オーストラリアなど

における、政府ならびに関連機関、長期滞在者ないし移住者である日本人、関連業者に対する

面接・聴取調査の結果、５に示す学術成果を公開した。その大要は次の通りである。 
 老後の医療・介護に対する不安から、国際移住は定住よりも長期滞在へとシフトしつつある。

他方、メディカル・ツーリズムの拡大を含め、滞在先での医療・介護の可能性も開け、日本で

最期を迎えることに拘泥しない考え方も見られるようになっている。海外での長期滞在の選択

は、経済的には費用対効果という観点から、より豊かな、あるいはより困難の少ない生活を求

めた結果である。他方、壮年時の海外生活ならびに海外旅行経験者の増加は、海外在住をライ

フスタイルの選択肢の一つと考える傾向が生じていることを示している。海外での長期滞在に

ついては、滞在先の政府・業者、日本国内の旅行業者などにより広報されており、「ゆったりと

した第二の人生」というイメージを多用している。長期滞在者は、不動産投資を目的とする場

合もあるが、多くは日本での多忙な生活との対照を強調し、家族、とりわけ夫婦の間の関係の

再構築に言及することが多い。長期滞在の対象国は、家族構成・生活形態等の相違により大き

く異なり、フィリピン、タイは単身男性が、バリは単身の女性が、そしてその他の地域では夫

婦単位であることが多い。一般に、一部の日本語教育のボランティア活動等を除き、受け入れ

社会との接触は最小限にとどまる。本研究により、人と空間の関係が固定的でなくなっており、

移動がライフサイクルの一部として組み込まれつつあり、かつ家族の再編を促す兆候が示され

た。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
平成１７年度 8,800,000 2,640,000 11,440,000 
平成１８年度 9,500,000 2,850,000 12,350,000 
平成１９年度 7,500,000 2,250,000 9,750,000 
平成２０年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 
総 計 34,200,000 10,260,000 44,460,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文化人類学、文化人類学・民俗学 
キーワード：高齢化社会、移住、長期滞在、国際化、労働、余暇、東南アジア、オセアニア 
 
 



 
１．研究開始当初の背景 
欧米では早くから退職者／高齢者移住が行

われており、それに関する研究も社会学的な

立場から行われてきている。これに対し、中

高齢者／退職者の海外移住が始まったばかり

の日本では、この問題に関する研究も皆無で

ある。日本からの人口移動に関わる研究とし

て、経済的な必要性に迫られた「労働」主体

の、かつての日本からブラジルなどへの移民

とは異なり、現代における中高年の海外移住

は、むしろ「消費」主体の新たな形態といえ

る。 
また、欧米においては、国内ないし域内で

の移住が主体であることから、異文化適応と

いう観点からの研究は稀であるが、日本から

の海外移住の場合、この観点が最も重要な要

素となるが、この点についても、本研究は先

行研究のほとんど存在しない、先駆的研究と

位置付けられる。 
本研究計画の研究代表者、研究分担者は、

いずれも移民・出稼ぎなど人口移動を文化的

な側面から研究してきた実績を持つ。また、

本研究の海外協力者である豊田は、チェンマ

イにおける日本から移住した高齢者の研究に

着手している。本研究は、これらの実績を生

かしながら、文化人類学の立場から、現地お

よび当事者への調査を重視し、高齢者の移動

という新たな事態に関する諸問題を調査・研

究すると共に、人口移動に関する議論をさら

に大きな土俵に移す視点の転換を目指すもの

と位置づけられる。 
本研究は、上記のごとく新たな視点に基づ

く人口移動の研究の試みであると同時に、本

研究は今後増加すると予測される中高年の海

外移住が、高所得者と低所得者に二極分化し

つつ、介護関連労働者の流入と相まって、総

体としては中高年おける生活のトランスナシ

ョナル化を予想外に早く促進するのではない

か、という予測の下に実施した。老齢化の進

む日本において、年金や介護等の費用に関す

る不安要素が多いことから、海外での老後を

求める傾向も強くなりつつある。 
 本研究の結果は、国際移動が生活の一部に
組み込まれていく状況において、発生する問
題点を明らかにし、日本における中高年の今
後の生活形態に関する施策と個人の選択に
関して大きな貢献をもたらすものと期待さ
れる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、国際的な人口移動の新たな形態

である高齢者および退職者の移住に焦点を合

わせ、これをライフサイクル中の空間移動と

して捉えることにより、人口移動を、日本を

含む地域間および世代間の相互循環および交

換と見る視点を形成しようとするものである。

すなわち、これまで主として「労働力」の移

動として捉えられてきた人口移動を、「労働

力」を必要とする人々の移動、という、まっ

たく新しい観点から捉え、空間移動を財と労

働の交換という観点から再検討する試みであ

る。 
具体的には、日本の高齢者および退職者を

主たる対象とし、高齢者の移住に関する政策、

事業化に関する日本の現状と経緯の解明、欧

米諸国における施策、実体の解明、高齢移住

者の文化・社会的適応に関する問題点の解明、 
高齢者の移動を視野においた人口移動に関す

る研究の視点の再構築を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究計画においては、1)高齢者移住の文

脈の整理、2)政策レベルでの対応状況、3)移住

者個人の認識と生活戦略、4)斡旋業者の事業

展開とイメージ戦略、5)受入社会への影響、

6)人、財貨、サービスの空間移動、という６

つのテーマを設定した。各テーマについて、

必要に応じて、面接聴取を伴う国内外におけ

る現地調査と文献資料調査を併用しつつ、研

究を実施した。東南アジア、オセアニア各国

の状況に関する現地調査に際しては、現地社

会に関する調査実績に応じて、担当を定め、

移住者や受け入れ社会、受け入れ国の施策に

関する調査を実施した。また、上記のテーマ

を各年度において、研究分担者／連携研究者

が分担した。調査地域については、マレーシ

ア、タイ、フィリピン、インドネシア、オセ

アニアを主たる研究対象地域とし、具体的に

は、チェンマイ、ペナン、キャメロン・ハイ

ランド、コタキナバル、セブ、ルソン、バリ、

パラオなどにおける調査を実施した。また比

較のため、オーストラリア、ニュージーラン

ドにおける短期間の調査も実施した。 
 上記のテーマに関連し、研究成果の一部を

一部公開するため、国立民族学博物館と共催

で国際ワークショップ Transnational Migration 
in East Asia: A View from Japan（5 月 31 日-6 月

1 日）、ならびに日本文化人類学会における分

科会 East Asia in Motion：A Comparative 
Perspective to Transnational Migration（6 月 2 日

-3 日）を開催した。さらに、研究分担者をシ

ンガポール、カナダ、香港等で開催された学



会等に派遣し、研究成果の一部を公開した。 
 このほか、海外研究協力者をも含めた国内

での研究・連絡会を開催し、研究組織内での

情報交換、調査の進捗状況に関する連絡協議

を行う一方、新たな動きを含んだ分析の方向

性を検討した。 
 
４．研究成果 
 以下、本研究の成果について、上記のテー

マに沿って要約する。 
 
「高齢者移住の文脈の整理」 
文献、官公庁資料等を用い、日本における

政策面で変遷やビジネスの動向に関する調査

を行った結果、以下のことが明らかになった。 
1986 年の通産省による退職者移住計画は、

海外での不動産開発と密接に結びついていた

が、高齢者の「輸出」と解釈され、移住対象

国の協力を得にくかった。また、不動産バブ

ルの崩壊の結果、開発は停滞した。海外にお

ける不動産取得が困難になる、あるいはリス

クを伴うことから、高齢者の海外への移動は、

移住から、長期滞在（「ロングステイ」）への

推移した。この推移を支えたのは、不動産関

連業ではなく、旅行業界であった。 
海外に移動する高齢者／退職者にとって、

移住は医療・介護に関する不安のために、定

住よりも、一時的な滞在を指向した。また、

バブルの崩壊により、退職後等の海外への移

動の例は、富裕層のみならず、年金生活への

不安を抱く中・低所得者層にも波及した。日

本よりも生活費が低く、「豊かさ」を味わえる

アジアへの志向性が強まった。 
先行例の多い欧州においては、欧州北部か

ら南部への移住が主流であり、スペインにお

いては、ドイツ、イギリス、オランダ等から

の退職者「村」が存在する。しかし、EU の実

質化に伴い、域内での物価水準が平準化する

傾向にあること、また、保健・医療等の制度

面での諸問題が発生しており、退職者移住は

新たな局面を迎えつつある。 
 

「政策レベルでの対応状況」 
移住、長期滞在の対象地域として、かつて

もっとも人気が高かったのはハワイである。

しかし、米国は基本的に永住権を得るのが困

難であり、かつ長期滞在の期間も限られ、政

府レベルでの振興策が皆無であること、また

物価の高さのゆえに、近年では、人気が低落

傾向にある。 
長期滞在ビザに優遇措置を導入したのは、

オーストラリアである。一定額の投資ないし

預金を条件とすることにより、長期滞在者と

「資本」の導入を図った。しかし、近年では

最低必要額を引き上げるなど、招致の積極性

が低下しつつある。 
本研究開始時には、3-4 位であったマレーシ

アが、現在もっとも人気の高い滞在先である。

これは、政府レベルで、長期滞在ビザの優遇

をはじめとして、積極的な招致活動を行って

いることに起因している。ビザ取得に必要な

最低預金額も、オーストラリアに比して、遙

かに低く抑えられている。 
インドネシアについては、バリを中心に日

本人の滞在者が増加しているが、政府レベル

での目立った取り組みはなく、現地社会の制

度運用に依拠している。これはフィリピンに

おいても同様である。 
タイに関しては、インドネシア、フィリピ

ンとほぼ同じ状況であるが、首都を中心に、

高度医療により観光客を招致する動きが始ま

っており、長期滞在を推進する要因となる可

能性がある。 
 

「移住者個人の認識と生活戦略」 
 東南アジア、オセアニア各地において、日

本人社会ならびに長期滞在者に関する現地調

査を行った。 
 一般に滞在国により、長期滞在者の経済的

な水準は大きく異なる。ハワイ、オーストラ

リア、ニュージーランドが高い極に、タイ、

フィリピン、インドネシアが低い極に位置づ

けられる。マレーシアは、高い極にやや近い。 
 富裕層が滞在する前者の国々においては、

不動産売買が活発であり、所有する不動産の

賃貸ビジネスも成立している。他方、後者に

関しては、少なくとも名目上は、不動産所有

は難しい状況にある。 
 注目すべきは、滞在者の家族構成と性別で

ある。富裕層の滞在者には、夫婦単位で滞在

する傾向が見られるのに対し、フィリピン、

タイにおいては、男性の単身での滞在、ない

し現地女性との同居という例が多く見られる。

これとは反対に、バリにおいては、現地男性

との結婚生活を営む日本人女性が多いのが特

徴である。 
 移住ないし長期滞在の動機としては、日本

でのしがらみから逃れたい、ゆっくりとした

時間を過ごしたい、夫婦の関係を取り戻した

い、と様々であるが、いずれにしても、日本

にいては営みにくい、もう一つの人生を歩も

うという気持ちが強いと解釈できる。 
 長期滞在者のすべてではないが、海外での

赴任・勤務経験を有するものも見られ、日本

とは異なる生活のあり方を知った上での選択

である例も少なくない。 



 他方、海外での不安要因は、治安もさるこ

とながら、とりわけ医療・介護に関わる。ま

た、死後のことも不安材料であり多くの人々

は、健康な内は海外で過ごしたとしても、最

後には日本に帰国することを考えている。 
 しかし、現地における医療・介護には一定

の需要があり、設備、技術、言語の問題がク

リされれば、状況が変化する可能性はある。 
 

「斡旋業者の事業展開とイメージ戦略」 
 日本国内における関連事業者団体の資料を

入手、分析するとともに、長期滞在関連ビジ

ネスの広報誌、広報テレビ番組等を分析の対

象とした。また、講演会や長期滞在者のネッ

トワークによる会合などにも参加し、情報を

得た。 
 調査期間中、対象国の側でもっとも活発に

広報活動を展開していたのはマレーシアであ

る。また、マレーシアのキャメロン・ハイラ

ンドでは滞在者のネットワークが活発に活動

している。さらに、印刷媒体やテレビ番組等

で提示される海外での長期滞在のイメージは、

常夏の日々、ゆったりとした夫婦の生活、ゴ

ルフ三昧の日々、比較的安価な生活費、現地

での日本人のサークル活動など、地域を問わ

ず、ステレオタイプ化されたものである。 
 本研究では、関連ビジネスならびに関連情

報メディア従事者を招いての研究会も実施し、

一方で高齢化社会におけるライフスタイルの

選択肢の一つとしてのイメージ提示を進めて

いること、他方では、高齢者のみならず、海

外に「遺棄」される若者の実態など、多様性

に富む長期滞在の実態についての情報を得た。 
 また、業者の主催する、現地への長期滞在

案内ツアーにも分担者を派遣し、とりわけ現

地での業者間の関係、日本人コミュニティの

実態に関する調査を実施した。 
 

「受け入れ社会への影響」 
海外に長期滞在する日本人にとって、現地

における医療サービスは、滞在先を決定する

大きな要因になる。医療・介護に関しては、

一定の需要が見込まれれば、ビジネスをとし

て成立する。数ヶ月に及び滞在ではないもの

の、すでにシンガポールにおいては、外国人

を対象としたメディカル・ツーリズムが成立

しており、高度医療と快適な滞在を組み合わ

せる産業となっている。同様の動きはタイに

おいても見られる。他方、マレーシアにおい

ては、介護に関しては、むしろ滞在者の間で

の相互扶助的な動きが始まっており、将来的

には産業化する可能性もないではない。イン

ドネシアにおいては、現地に医療・介護施設

を建設し、ビジネス化しようという構想もな

いではないが、制度、資本の問題から始動し

ていない。インドネシアからは、日本への介

護士候補の送り込みが始まったばかりであり、

今後、日本社会において職を得られなかった

介護士を活用する形で、現地に施設を建設す

ることは考えられる。 
フィリピン、タイ、そしてバリにおける、

婚姻関係を伴う滞在者の場合を除き、一般に、

長期滞在する日本人と現地社会の関係は、き

わめて希薄であり、不動産業や医療産業に限

られる。これとは対照的に、選択的ではある

が、日本人同士のつきあいは概ね見られる。 
現地社会との関係が希薄であることから、

現地社会における、長期滞在する日本人に関

するイメージも明確でない。海外の研究協力

者の協力を得て、バリにおける現地社会の反

応を調査することができたが、概ね、悪印象

を抱くことはないが、ノスタルジックは農村

風景を求める日本人と、近代性の象徴として

の日本人を想像してきたインドネシア人の間

には、認識の相違がある。 
他方、参考のために実施した、国内におけ

る「移住」の主たる対象地域である沖縄にお

ける調査では、比較的若い世代の多い移住者

が、観光客相手のビジネスを起業するなどの

動きも見られる一方、現地の行政が進める地

域開発に自然保護の立場などから反対するな

ど、移住者は現地社会に深く関与するように

なっている。 
 

「人、財貨、サービスの空間移動」 
 4 年間の研究期間において、計画当初と比

べ、相当な変化が生じた。まずもって最大の

変化は、サブプライムローンの破綻に端を発

する経済危機であり、これに伴い、経済活動

の停滞と人の移動の鈍化が生じている。現時

点では、日本から海外への長期滞在者の数は

劇的には減少していないが、年金の有効活用

を念頭においていた長期滞在は困難になりつ

つある。また、石油価格上昇に伴う航空運賃

の高騰は、移動にブレーキをかける結果を生

んだと予測される。 
 本計画では、人、財貨、サービスが国境を

越えて移動する大きな流れの中に、高齢者の

移住ないし長期滞在を位置づけようとした。

長期的には、この流れは継続するものの、短

期的には経済的・政治的条件による大小の変

動を被るものと考えられる。 
 インドネシアからの介護士の導入も、研究

期間中に開始された新たな動きである。 
 すでに触れたが、メディカル・ツーリズム

の拡大や、長期滞在者向けの介護施設建設の



動きについても、新たな動きとしてとらえら

れる。とりわけ、ここ数年のうちに、最期を

日本で迎えることに強いこだわりを示してい

た高齢者が、海外での末期を受け入れること

をいとわなくなってきていることは、個人と

生活の場との紐帯が固定的なものでなくなっ

てきていることを示している。 
 
今後の展望 
本研究は、国際的な人口移動の新たな形態

である高齢者および退職者の移住に焦点を合

わせることにより、人口移動を「労働力の移

動」から「労働力を必要とする人々の移動」

という、まったく新しい観点から、移動を、

ライフサイクル中に位置づけられる地域間の

「財」と「人」の交換と見る視点を形成しよ

うとするものである。 
 諸条件により、このような交換は変動を

被るが、国境を越えて財、人、サービスが交

換される、という図式自体は、今後も加速化

するものと考えられる。日本社会への外国人

の定住はもはや自明の事実として、様々な方

策が講じられており、多文化教育も徐々に浸

透しつつある。他方、個人の人生に着目すれ

ば、ライフサイクルに、移動が組み込まれつ

つあるとみることができる。人の移動は地域

間のみならず、個人の中でも、ライフサイク

ルを通じて生じているのであり、今後、若年

層における海外への移動や、海外からの留

学・労働などを含めて考察することにより、

移動を、社会と個人、時間と空間という異な

るレベル、ユニット間で生じる交換という観

点から大きくとらえることが可能となるであ

ろう。 
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